
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
『
声
の
広
報
』
音
声
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
び
び
と
は
、

視
覚
障
害
の
方
の
た
め
に
文
字

情
報
な
ど
を
音
声
訳
し
て
お
届

け
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

香
美
市
・
香
南
市
の
方
を
対

象
に
音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
を
開
催
し
、
広
報
誌
の

音
声
訳
を
し
て
く
れ
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、
４
日
間
の

受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
程
】
２
月
７
日
（
土
）
、

８
日
（
日
）
、
14
日
（
土
）
、

15
日
（
日
）

※

い
ず
れ
も
10
時
～
12
時

【
講
師
】
塩
田
正
興
さ
ん
（
元

Ｒ
Ｋ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

※

２
月
７
日
（
土
）
の
み

【
場
所
】
プ
ラ
ザ
八
王
子　
　

【
申
込
締
切
】
１
月
28
日
（
水
）

【
定
員
】
６
名
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

【
参
加
料
】
１
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】

　

音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
申
込
と
記
載
の
上
、
①
住

所
②
氏
名
③
昼
間
連
絡
の
で
き

る
電
話
番
号
④
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
明
記
し
て
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
び
び
と

〒
780-

０
０
２
１

高
知
市
中
秦
泉
寺
365
番
地
２

　

０
８
８
・
８
０
３
・
９
２
８
８

   o
n
n
y
a
k
u
0
8
@

y
a
h
o
o
.c

o
.jp

☎
090
・
５
９
１
２
・
７
１
１
３

（
竹
内
）

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

めゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

掲載を希望される方を募集していま

す。詳細はお問い合わせください。

申し込みは誕生月の前月１日まで 。 

　  総務課　☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

◆
体
育
会
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

　

参
加
者
募
集

【
日
程
】

２
月
７
日
（
土
）
～
９
日
（
月
）

【
行
き
先
】

糸
魚
川
シ
ー
サ
イ
ド
バ
レ
イ
＆

シ
ャ
ル
マ
ン
火
打
ス
キ
ー
場

【
宿
泊
先
】

ホ
テ
ル
「
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
フ
」

（
糸
魚
川
ス
キ
ー
場
内
）

【
参
加
費
】
約
４
万
５
０
０
０

円
（
リ
フ
ト
券
３
日
間
付
）
の

予
定
で
す
。

【
募
集
人
員
】
40
名
（
市
内
在

住
・
在
勤
の
方
を
優
先
）

※

定
員
に
な
り
次
第
、
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち

【
申
込
期
限
】

１
月
31
日
（
土
）
17
時

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

香
美
市
体
育
会
ス
キ
ー
部
・
土

佐
山
田
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ　

ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

笹
岡
優

☎
090
・
５
１
４
１
・
４
３
６
７

杉
内
茂
春

☎
090
・
４
９
７
１
・
５
２
１
９

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
市
内
の
小

学
生
か
ら
た
く
さ
ん
の
年
賀
状

が
届
き
ま
し
た
。
子
ど
も
ら
し

い
年
賀
状
の
数
々
に
気
分
が
ほ

っ
こ
り
。
広
報
香
美
で
も
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
ほ
っ
こ
り
す
る

よ
う
な
記
事
を
お
届
け
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
（
小
松
）

た
だ
い
ま

る水路を完成させ

た。「人力を用いて

も不可能ばかりか

な」と言われたほど

の難工事だったと伝

わっている。約１里

の距離がある。山を

切り、石を積み上げ、取水口には堰を築いた。水

路床には赤土を敷いて叩き締めてあった。鍬とモ

ッコを使った人力での工事であったことを思えば、

その困難さがうかがえる。現在はコンクリートの

水路になっているが、当時の維持管理にかけた労

力はどれほどのものであったか、想像に難くない。

　南路志によると杉尾神社の棟札には、大檀那東

野左馬佐幸成、普請奉行岩屋大坪儀左衛門、井奉

行大須賀氏・田所氏、謹書は、見龍院日攅とある。

　日頃はあまり関心を寄せない道路や水路だが、

清爪大井は、日比原地区も合わせて約１５町歩の

水田に給水され

ている。先人の

困難克服の状況

を想像し、その

恩恵に感謝する

気持ちを忘れな

いようにしたい

ものである。

（香美史談会）

　香北町の物部川右岸にあ

り、蕨野の消防署香北分署

から対岸に望む集落が清爪

である。

　長宗我部地検帳（１５８

８）によると、当時、朴ノ

木・永野・清爪の水田面積

は現在の約半分しかなかっ

た。清爪には上田、中田、

下田とあり、それぞれ１町５反、１町３反、４町

５反ほどである。南路志には、「曠野で水莫く土地

は乾く」と表現されている。

　土佐藩士で、清爪に９０石（９町歩）を知行され

た東野左馬佐幸成は、日比原川の轟ノ滝下流から

水を引き、土地を水田化することを計画。まず、

土地住民の協力が不可欠だったことから、字野中

にあった氏神杉尾神社を現在地に遷宮し、舞殿ま

で持たせて新築、慶安４年（１６５１）９月、美し

く立派な社殿を

落成させた。

　翌承応元年、

岩屋吉亟と吉良

覺亟に命じて実

地調査させ、７

月に着工した後、

翌年の３月末に

は３．７㌔にわた

じょうでん

おおだんな

せいづめおおゆ

まいでん

あざ

くわちゅうでん

な ん ろ し

ひがしの  さまのすけ  ゆきなり

けんりゅういん にっさん

こうや な

う
が
た
く
さ
ん
採
れ
ま
す
か
ら
、

り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
か
ら
作
る
食

べ
物
や
飲
み
物
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ワ
イ
ン

も
造
り
ま
す
。

　

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
ビ

ー
ル
と
い
え
ば
ホ
フ
ブ
ロ
イ
が

有
名
で
す
。
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
ド
イ
ツ
で
は
16
歳

に
な
っ
た
ら
ビ
ー
ル
を
飲
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
４
月
と
９
月

に
ビ
ー
ル
祭
り
が
開
か
れ
ま
す
。

お
祭
り
の
と
き
に
ぜ
ひ
来
て
く

だ
さ
い
。
面
白
い
で
す
よ
。

　

わ
た
し
は
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ

な
ど
日
本
の
食
べ
物
が
大
好
き

で
す
。
香
美
市
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
旅
行
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▲清爪大井の取水堰

No.９２

　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
私
の
名
前
は
ロ
ー
レ
ン

ツ
で
す
。

　

２
０
１
４
年
10
月
、
ド
イ
ツ

の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
か
ら

来
ま
し
た
。
高
知
工
科
大
学
特

別
研
究
学
生
で
す
。
わ
た
し
の

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と

と
、
本
を
読
む
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
、
私
の
ふ
る
さ
と

を
紹
介
し
ま
す
。
シ
ュ
ト
ゥ
ッ

ト
ガ
ル
ト
は
ド
イ
ツ
南
西
部
に

あ
り
ま
す
。
人
口
約
50
万
人
で

す
。
に
ぎ
や
か
な
町
で
す
。
車

の
町
と
し
て
有
名
で
す
。
メ
ル

セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
と
ポ
ル
シ
ェ

の
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ッ

シ
ュ
の
本
社
も
あ
り
ま
す
。
シ

ュ
ロ
ス
公
園
や
宮
殿
広
場
の
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
、
ネ
ッ
カ
ー
川
の

眺
め
や
、
商
店
街
で
の
買
い
物

な
ど
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

食
べ
物
は
ス
ワ
ン
ビ
ア
ン
・

ス
パ
ツ
エ
ル
や
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト

ガ
ル
ト
の
ビ
ー
ル
が
お
い
し
く

て
有
名
で
す
。
り
ん
ご
と
ぶ
ど

香美史

記訪探

第6６回
清爪大井

（香北町清爪）　

▼

杉
尾
神
社

掲　

示　

板

清爪

日比原

　　
(山田高校マンガ部)

E FAX

げでん

２２Kami２３ Kami

●

香
美
市
の

県
道
久
保
大
宮
線

忘

したい

る。

談会）

香
ち
は

ツ
　

２
の来

ま

清

　

香

清爪

清爪公会堂

関心を寄せない道路

比原地区も合わせて

れ 清
爪
大
井

日比原

●●●●●●●●

宮
線

爪

●●●●●●●●●●●●●

県
道
久
保
大
宮

道
久

杉
尾
神
社

至 

猪
野
々
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